
 

  

 

 

 

 

 

 

 

地籍調査 測量手順書 

※解説内容がオプションプログラムの説明で

ある場合があります。ご了承ください。 



1 
 

 

                はじめに 
 

 

 

本書は、これから MERCURY－EVOLUTO で地籍測量を習得されるユーザー様を対象に、基本的な操作方法を 

以下の 4 つの章に分けて解説した マニュアルです。 

 

■ 基本 __________________ 2  

■ 図根多角測量 ___________ 11  

■ 細部図根測量 ___________102  

■ 一筆地測量 ____________ 144  

 

 

 

※ 解説がオプションプログラムの内容である場合があります。ご了承ください。  

※ 本書での出力帳票の説明は、下記の図書を準拠にしております。 

「地籍測量および地積測定における作業の記録および成果の記載例 平成 29 年度７月版」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● バックアップについて お客様が作られたデータはお客様にとって大切な財産です。万が一の不慮の事故による被害を最小

限にとどめるために、 お客様ご自身の管理・責任において、データは必ず定期的に別の媒体（HDD、CD、DVD など）に保

存してください。 また、いかなる事由におきましても、データの破損により生じたお客様の損害は、弊社では補償いたしかねます

ので ご了承ください。  

● 本書の画面は開発中のプログラムを使用しているため、実際に表示される画面とは内容が異なる場合があります。  

● 本書で使用している団体名、個人名は、すべて架空のものです。実在する名称とは一切関係ありません。  

● 本書の内容に関しては、将来予告なく変更される場合がありますのでご了承ください。  
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基 本 
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1 現場管理           

現場管理の操作について確認をしてみましょう。 

1-1 現場管理の画面構成 

 

 

   ■Evoluto を起動します   

   デスクトップの ① 「Mercury-EvolutoVer8」アイコンをダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① コマンドメニュー 現場管理のコマンドメニューです 

現場グループ・現場の作成やバックアップなどを行います。 

例）現場を作成する⇒［現場リスト］－［新規の現場を作成］を選択します    

② AP 起動メニュー 起動するアプリを選択します。 

③ 現場グループ一覧 現場グループの一覧を表示します。現場グループは 1 階層の管理になっています。 

現場グループ名とグループのデータパスを表示します 

選択した現場グループに登録されている現場の一覧が④に表示されます。 

④ 現場一覧 現場の一覧が表示されます。 

現場名や現場のイメージ・座標系・測地系などの情報が表示されます 

⑤ ファイルリスト ④で選択した現場データの詳細を表示します。 

タブ毎に表示する内容は異なります。 

例）現場情報には、測点数や画地数が表示されます。 

 

1-2 現場グループを作成する 

EVOLUTO では、複数の現場データをまとめる単位として［現場グループ］があり、関連のある複数の現場を 1 現場グループ

としてまとめることができます。現場グループは 1 階層での管理になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ここでは、現場グループ（平成 30 年度）を作成す

る例で開設をします。 

 

現場グループを作成します。 

［現場グループ］－［現場グループの新規作成］を 

選択します。 
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■現場グループとデータパスの設定をします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3 現場を作成する 

作成した現場グループに、現場を作成します。 

 

■ここでは、現場グループ（平成 30 年度）に現場名「EVO サンプル」を作成する例で解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① グループ名（「平成 30 年度」）を入力し 

② データパスの指定を行います。 

① 現場を作成する現場グループ（平成 30 年度）をクリックします。 

②［現場リスト］－［新規の現場を作成］をクリックします。 
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■入力項目について 

③ 現場区分 「地籍調査」を選択します。いくつかの「設定の初期値」が、地籍用になります。 

厳密網計算における許容範囲の種別。 

路線計算における許容範囲の定義式。 

④ 現場名 現場名（「EVO サンプル」）を入力します。 

⑤ フォルダ名 現場グループの下に現場データを格納するフォルダ名を入力します。 

④で入力した現場名（「EVO サンプル」）が初期値として設定されます。 

現場名にあわせる必要はありません。フォルダ名が長くなる場合には編集をお勧めします。 

⑥ 測地系 測地系を選択します。 

⑦ 座標系 座標系を選択します。 

座標系は、路線計算・座標変換やジオイド高の計算などで参照されます。 

⑧ 計算条件 計算条件を選択します。 

「U 地籍条件.sfg」を選択します。 
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■「現場情報」・「地籍」についての項目を入力します。 

 入力した項目は、帳票や地籍図などで参照されます。 
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2 現場データ           

現場データの構成について確認をします。 

2-1 現場データの構成 

現場（測量）データには、現場固有の各種の設定と測量レイヤ－ごとに管理される計算データに大別されます。 

測量レイヤ－は「調査前」・「調査後」などで計算データを区別して管理することを目的とした機能ですが、通常は 1 つの 

測量レイヤ－で作業を行います。 

 

現場データ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

 現場情報 ・・・座標系や測地系の情報 

 計算条件 ・・・印字桁や丸め方の条件およびジオイドファイルの設定など 

 操作設定 ・・・コマンドの動作方法の設定 

 属性マスター ・・・字や地目などの設定 

計算データ 

 

測量レイヤ－1 

 測点   

 画地   

 ST   

 表示設定 ・・・現場モニターで測点や画地を表示する設定  

 作業履歴 ・・・コマンドの履歴  

 多角プロジェクト  ・・・路線計算の作業単位  

  

 プロジェクト 1 （例）基準点用 

  設定 

・・・平均ジオイド高・平均縮尺係数や観測値の制限などを設定します 

  観測（生）データ 

  中数値データ 

  路線データ（点検路線など）・計算結果の情報 

  

 プロジェクト 2 （例）筆界点用 

  設定 

  観測（生）データ 

  中数値データ 

  路線データ（トラバース（放射）路線など）・計算結果の情報 

          

   

測量レイヤ－２ 

       ： 
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2-2 多角プロジェクト 

多角プロジェクトは、路線計算を行う作業の基本的な単位になります。 

地籍測量においては「多角」・「細部」・「一筆地」などの作業のレベルに沿って多角プロジェクトを作成し、それぞれで 

路線計算を行います。 

 

■観測データから路線を作成するための中数値データは、多角プロジェクトで１つに取りまとめられます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■路線計算の条件・観測値の制限・作業工程などの設定も多角プロジェクトごとに行います。 
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① 計算タイプ 計算タイプを「基準点」・「トラバース」のいずれかで選択します。 

計算タイプにより、距離・鉛直角・距離補正の設定が変わります。  

② 工程 作業工程を選択します。 

帳票のタイトル名や観測値の制限などで参照されます。 

③ ジオイド高・縮尺係数 路線の距離計算で用いる、平均ジオイド高・平均縮尺係数を設定します。 

 

 

2-3 属性マスター 

観測者・機器名・地目・所有者などの属性を設定するためのデータです。 

 

データの属性付けを行うための設定ファイルです。外部データ（観測データや登記 CSV など）を取り込んだ時に 

取り込まれるものもありますが、必要な場合には追加・編集を適宜行います。 
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図根多角測量 
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1 図根多角測量（厳密網）の流れ      

本書では、以下の流れで図根多角測量（厳密網）の操作を開設します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件設定

多角プロジェクトの設定

与点登録

観測データの取込み

野帳編集

点検路線の作成

新点登録

観測記簿

厳密網計算

精度管理表・成果簿

点検測量

（補足）簡易平均計算
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2 条件設定・操作設定         

作成済の現場を起動し、ジオイドパラメタファイルの設定や丸め条件を確認、設定します。 

2-1 現場の起動 

作成した現場を選択して、測量計算を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① タイトルバー 現場のデータパス・現場名や測地系・座標系の情報を表示します。  

② コマンドメニューバー コマンドのメニューバーを表示します。 

③ スナップ検索バー スナップ設定のモードや検索対象とするデータの指定を行います。 

④ 測量レイヤ－ 作業対象とする測量レイヤ－を選択します。 

⑤ 多角プロジェクト 作業対象とする多角プロジェクトを選択します。 

測量計算が起動します 



16 
 

2-2 ジオイドファイルの設定や丸めなどの条件を設定する 

［条件設定］を起動して、ジオイドファイルの設定や丸めの指定を行います。 

 

                                        ■条件設定を起動します                  

                                        現場作成で「U 地籍条件.sfg」を選択していることを 

          前提にして、チェックすべき条件を説明します。    

 

 

 

 

 

■ジオイドファイルを設定します    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ジオイドモデルファイル ジオイドモデルルを選択して、設定をします。 

ジオイドモデルファイルがない場合には、地理院のサイトからファイルをダウンロードする 

必要があります。gsigeo2011_ver2.asc が最新です。（2019.11 月現在） 

② 平面距離の計算方法 路線計算の距離計算において、 

・「オン」の場合は、距離を印字桁に丸めた値で計算を行います。 

・「オフ」の場合は、距離を丸めずに（フル桁の値を使って）計算を行います。 

 

（補足） 

路線計算書に「印字された 3 桁の球面距離」＊縮尺係数で、平面距離の検算を 

行うと 

・「オン」の場合は、検算した値と一致します。 

・「オフ」の場合は、検算した値と差異が出る場合があります。 
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■路線精度の丸め方法を設定します    

 

 

 

 

 

 

 

   現ミルあみ 

 

多角プロジェクトの作成 

   多角測量用の多角プロジェクトを作成します。 

 

 

 

 

 

① 閉合差・許容範囲・ 

精度 

路線計算において、制限内に計算がおさまっているか確認するための丸め方法です。 

 

（補足） 

一般的には、全て「四捨五入」です。 

 

Evoluto の初期条件では判定を厳しくする意図で、閉合差の値が大きくなるように 

「切り上げ」て、逆に許容範囲・精度の値が小さく（厳しく）なるように「切り捨て」の 

条件になっています。 

② フローティング計算にて

逆算の取り付け角方向

角は丸める 

簡易平均計算で使われる設定です。 

 

簡易平均路線の初点および後視点の座標値が「フル桁」の場合に 

・「オン」は、3 桁に丸めた座標値で取り付け角方向の計算を行います。 

・「オフ」は、フル桁の座標値で取り付け角方向の計算を行います。 

 

（補足） 

・1 次路線を厳密網で計算し、2 次路線を簡易平均で計算を行う場合に有効です。 

・厳密網で計算された新点はフル桁の座標値を持ちます。 

・1 次路線の新点を 2 次（簡易平均）路線の与点とした場合に、成果表の「3 桁の

座標値」で求まる取り付け方向角と一致させる場合は、チェックを「オン」にします。 
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■面積条件を設定します     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 倍面積・面積 

 

画地の面積を求める条件です。以下の設定で運用をします。 

・倍面積は、下 6 桁にします。 

・面積は、倍面積/2 にします。 

・丸め方法は、「四捨五入」にします。 

（補足） 

面積の丸めの方法が「四捨五入」以外（切り捨て・切り上げ）だと、地籍調査の 

成果である「地積測定精度管理表」で面積の較差が「0」になりません。 

② 地積二重丸めをおこなう オンの場合は、小数点以下 4 桁目を四捨五入してから、3 桁目を切り捨てて 

地積を計算します（地籍測量 地籍簿案の丸め） 

（補足） 

小数点以下 4 桁目が５以上で、かつ、3 桁目が 9 の場合に、「登記の地積」と 

差異がでます。 

条件の編集が終了したら、次回以降も使えるように変更した条件を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「保存」ボタンを押します 

② ユニークなファイル名で保存をします 

③ 「保存」ボタンを押して保存します 
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2-3 中数値変換の設定（操作設定） 

■中数値の合成方法の設定をします   

多角プロジェクトに取り込んだ観測データから、路線作成の情報となる中数値データが作成されます。 

観測の都合により同一器械点で器械を据え変えて、複数回の観測を行った場合に、中数値データにおいて観測データの 

合成する／しないの設定を行います。 

 

・中数値での合成とは、観測データが分かれていても器械点単位に観測データを中数値では１つにまとめる処理です。 

・多角測量の場合は中数値を合成する、放射法の場合は中数値を合成しないが基本となります。 

 

                        ［設定］－［操作設定］で合成方法の指定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 工程「細部図根測量（放射法）：F」及

び「一筆地測量」は、合成しない 

観測データに関わらず、多角プロジェクトで設定する「工程」により 

中数値を合成する／しないの区別を行います 

細部図根測量（放射法）：F と一筆地測量は合成をしません。 

 

 

 

 

 

 

 

② 単回観測のみの野帳は合成しない 目盛りが「0：単回」観測の場合には、合成を行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 工程、対回数に関わらず常に合成する 観測データは、必ず中数値で合成して作成されます 
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■多角測量における中数値で観測データを合成する／しないの相違点   

網計算を行う場合には、合成する必要があります。 

合成を行う場合でも、観測方法に制約があります。 

 

■観測の制約   

多角測量にて器械を据えなおして観測する場合は、後視点は 1 回目の観測と同じ点を視準し、かつ、器械高・目標高も 

合わせて観測する必要があります。 

 

路線単位で観測を行う場合に、交点Ｐ501 で器械を据え変えて観測する時の例です。 

2 回目の観測の後視点は 1 回目と同じＰ500 を視準し、器械高・目標高も合わせて観測を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

交点での観測において、視準できる点（P502／P518）を一度に観測しても問題はありません。 

（一度で観測することを、お勧めします。） 
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■放射法における中数値で観測データを合成する／しないの相違点   

観測手簿は観測データ単位で、それぞれ帳票出力されます。 

手簿の帳票に合わせて路線計算書を出す場合は、合成しないようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・合成しない場合は、路線計算が観測データ単位で行われるため、路線計算書も分かれます。 

 観測手簿（2 帳票）と対の状態で、路線計算書が出力できます。 
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・合成する場合は、まとめた観測データで路線計算が行われるために路線計算書は１つなります。 

 観測手簿（2 帳票）と異なり、路線計算書は１つにまとめて出力されます。 
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3 多角プロジェクトの設定        

図根多角測量（厳密網）の計算用に多角プロジェクトを設定します 

3-1 プロジェクト名称と計算タイプを設定する 

■多角プロジェクトのプロパティを表示します   

① 多角プロジェクトプロパティのアインをクリックします。（［多角］－［多角プロジェクト］－［プロパティ］） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 名称 プロジェクトの名称を設定します。（初期値は「プロジェクト１」です）。 

③ タイプ 厳密網で計算する場合は、「基準点」を選択します。 

計算タイプが「基準点」の場合は、観測した距離・鉛直角の取り扱いは 

基準点測量の作業規定に沿って自動的に設定されます。 

 

■④平均標高を固定する（与点の座標に、「標高値」があるかどうかで設定がかわります）   

与点に「標高値」が、ある チェックは、オフです。 

与点に「標高値」が、ない チェックをオンにして、現場全体の平均となる標高値を入力します。 

 

 

入力された標高値を使って、路線の距離計算が行われます。 
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3-2 工程と平均ジオイド高・平均縮尺係数を設定する 

■作業の「工程」を設定します   

「工程」は、帳票タイトルや観測制限値などの設定に関わります。 

平均ジオイド高と平均縮尺係数は、路線の距離計算に関わります。 

精度・制限の表示名称は、帳票の精度区分名に関わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 工程 作業工程を選択します。（帳票のタイトル名や精度の制限値などに影響します） 

 

② ジオイド高 路線計算に用いる現場の平均値のジオイド高と縮尺係数を設定します。 

値の設定は、下記のいずれかで行います。 

・値を直接手入力する 

・［与点登録］から計算して設定する。 

・座標を選択して計算する 

③ 精度・制限 厳密網計算では、「表示名称」のみが採用されます。 

「表示名称」は、多角関連の帳票の精度区分名として印字がされます。 

 

（補足） 

簡易平均計算では、精度・制限で設定された式で路線の精度が判定されます。 

厳密網計算では点検路線毎に精度が設定されます。 
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■①同じ手順で帳票の様式も同じですが、「工程」により帳票のタイトル名が変わるものがあります。   

EVOLUTO では、1 つの帳票にまとめて提供しています。 

例）U 地籍 H29･7 地籍 図根測量精度管理表 点検測量（点検結果）（P122・P205・P226）.epf 

帳票のタイトル名は、作業中の多角プロジェクトの「工程」を参照して帳票タイトルを印字しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■②平均ジオイド高・平均縮尺係数の設定について    

路線の距離計算で使用する現場のジオイド高と縮尺係数を設定します。 

・［多角］－［与点登録］の各種計算で値を設定することができます。 

・［与点登録］を行わない場合は、対象とする測点を選択して値を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 計算ボタンを押します 

② 座標呼出ボタンを押して、測点を選択します。 

③ 計算ボタンを押して値を設定します。 
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■③精度・制限について   

厳密網計算では、帳票の精度区分名を印字するのに参照されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 観測制限項目を設定する 

■観測の制限値を設定します。   

工程と精度区分に応じた制限値を設定します。 

また、点検測量の制限値も併せて設定します。 

［野帳処理］や［野帳ツール］で、観測値が制限を超えていないかの判定に用います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 観測の制限値 観測の制限値を設定します。 

工程と精度区分の組み合わせから制限値の設定ができます。 

 

（補足） 

制限値が規定されていない場合には、“1000”の値が代用値として設定されます。 

② 点検測量用の制限値 点検測量の制限値を設定します。 
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■工程と精度区分から制限値が設定できます。   
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■点検測量の制限値を設定します   

点検測量用の制限値を設定します。 

許容値の計算に用いられる「距離 S」は、“採用値（中数値）”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

選択条件が残っているのは過去現場（H24 年度）を

読み込んだ場合に、整合性を保つためです。 
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■許容範囲の距離 S につきまして   

地籍の記載例が改訂されました。 

H24 年度記載例においては距離 S の採用は点検値と採用値の 2 択でしたが、現在は採用値で計算を行います。 

 

・H29 年度記載例 

 

・（補足）H24 年度記載例では、点検測量で観測した距離も印字をしていました。 

 

 

3-4 精度管理表項目を設定する 

■精度管理表項目を設定します   

帳票のタイトル部に印字される内容を入力します。 

① 新規現場作成で設定した「現場情報」を参照して設定することができます。 

② 他の多角プロジェクトで設定した内容を参照して設定することができます。 
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設定した内容は、各種帳票のタイトル部の印字の情報として参照されます。 
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4 与点登録をします         

点検路線を作成するための与点を設定します。 

4-1 座標を呼び出して与点登録をする 

SIMA ファイルや成果表を基にして座標登録した、点検路線の始点・終点・取り付点を与点として登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 与点のジオイド高や縮尺係数を計算する 

「各種計算」ボタンで、与点のジオイド高や縮尺係数などを計算します。 

また、路線の距離計算に用いる多角プロジェクトの平均ジオイド高・平均縮尺係数に計算した値を設定します。 

 

現場の範囲からかけ離れた与点は平均ジオイド高・平均縮尺係数の計算対象から外すことができます。 

計算対象から外す与点は、計算列を“×”に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 座標シートから与点を選択します。 

② 「入力 SE へ転送」アイコンをクリックして登録をします。 

［多角］－［与点登録］ 

 

点検路線の始点・終点・取り付点となる点は、 

必ず与点として登録する必要があります。 
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4-3 「平均ジオイド高および平均縮尺係数の計算」の帳票を出力する 

「帳票」ボタンを押して、「U 地籍記載例 H29.7」タブから出力をします。 
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4-4 等級や材質の属性を設定する 

属性を設定する与点を選択して、「属性一括」ボタンで設定します。 

設定した属性は、厳密網計算の成果表に反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定が終わったら「実行」ボタンを押して、「終了」します。 
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5 観測データの取込         

観測データを取り込みます。 

5-1 データ取り込の設定をする 

［多角］－［観測データの取込］で、データを取り込む設定を行います。 

観測データのファイルを指定して取り込む場合と、TS（トータルステーション）から取込む方法に大別されます。 

 

 

 

 

 

 

 

■野帳取込ウィンドウ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 取込元 新規の場合には、最初に「取込元の設定」で取込む条件の設定を行います。 

 

設定が終了している場合は、観測データを取込む方法を指定して取込みます。 

「取込元の設定」で、登録された項目が表示されます。 
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② 取込ファイル ・ファイル形式のデータを取込む場合 

「参照」ボタンを押して観測データのファイルを選択します。 

 

・TS からデータを取込む場合 

TS から取込んだ観測データをファイルとして保存を行います。 

「参照」ボタンを押して、保存するフォルダとファイル名を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 野帳作業データへ 

変換する 

チェックは、オンにします。 

取込んだ観測データを［野帳処理］で開けるようします。 

④ 点番付けを行う 観測データを取込んだ時に、点番を自動的に設定する指定です。 

 

［野帳処理］で観測に間違いがないかを確認した後に、点番付けを行う場合は 

チェックをオフにします。 

観測時に点名に間違いがない場合は、チェックがオンでも構いません。 

⑤ 中数作業データへ 

変換する 

チェックは、オフにします。 

 

［野帳処理］から中数値データの作成を行います。 

 

 

5-2 ファイル形式の観測データを取込む設定をする 

■取込元の設定    

最初に観測データのデータ形式に応じて、取込みの設定を行います。 

 

■メーカーは、「ファイル」を選択します    

 

 

 

 

 

 

 

 

「機種」は、フォーマットに応じて選択します。 
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機    種 取込の対象となるファイルの拡張子 

① 標準フォーマット ＊.NST ＊.APA ＊.TSS ＊.CRD（APA 形式）＊.O1K *＊.O2K 

② APA・SIMA ＊.APA 

③ Mercury-DC/T/S ＊.NUD 

④ Mercury-WinⅡ ＊.CRD（SD 形式） ＊.N＊ 

⑤ TREND-FIELD ＊.XFD 

（補足） 

・ソキアの CRD ファイルについて 

フォーマットは APA 形式と SD 形式の 2 種類がありますが、拡張子からではどちらの形式か判断ができません。 

もし取込みができなかった場合には、機種を切り替えて取込みをしてください。 

 

・トプコンのカードからの取込につきまして 

 後述の TS からの取込の項を参照願います。 

 ＊.O1T ＊.DT のファイルは、トプコンカードの設定で取込みます。 

 

■「使用」のチェックをオンにします   

必ず、チェックをオンにする必要があります。オフの場合は、観測データの取込ができません。 

 

 

5-3 TS（トータルステーション）から、観測データを取込む設定をする 

■取込元の設定    

最初に観測データのデータ形式に応じて、取込みの設定を行います。 

 

 

メーカーと機種を選択します。 
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機    種 接続する TS 

① トプコン  

 

 

 

 

② ソキア  

 

 

 

 

 

 

 

③ トリンブル  

 

 

 

④ 標準フォーマット  

 

 

メーカーに関わらず APA 形式のデータを取り込む設定になります。 

該当する機種がなく、TS が APA 形式で出力ができる場合に選択します。 

（補足） 

・トプコンの「カード」からの取込につきましては、観測データファイルの読み込みになります。 

 ＊.O1T ＊.DT ＊.O1K ＊.O2K のファイルを読み込みます。 

 

TS との通信の設定を合わせます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機種に合わせた標準的な設定が展開されますが、 

必ず TS 側の設定を確認して値を指定してください。 
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■「使用」のチェックをオンにします   

必ず、チェックをオンにする必要があります。オフの場合は、観測データの取込ができません。 

 

 

■設定を切り替えて取り込みができます    

登録した「取込元」はリストに表示されますので、適宜切り替えて観測データの取込を行います。 

 

 

 

（補足） 

取込元のリストに登録した設定を解除する方法は、「取込元の設定」で使用のチェックをオフにします。 
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5-4 ファイルから、観測データを取込む 

■USB などに格納された、電子野帳の観測データを取り込みます   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ファイル形式で取込む設定を指定します。 

② 「参照」ボタンを押して、ファイル選択のウィンドウを表示します。 

③ 電子野帳の観測データを選択します。                         

④ 「開く」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「野帳作業データへ変換する」のチェックをオンにして、「OK」ボタンをクリックします。 

（補足）                                 

 

 

 

                                       

                 

   

                                        

 

 

 

「野帳のチェックを行う」は、 

同一の観測が既に行われているのかを確認します。 

確認を行う必要がなければ、チェックをオフにします。 

処理中止 観測データの取込は行わ

ず、コマンドを終了します。 

取り込んで野帳編集へ 観測データを取込み、 

［野帳編集］に移ります 

続行 観測データを取込み、コマン

ドを終了します 
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5-5 TS（トータルステーション）から、観測データを取込む 

■TS（トータルステーション）に接続して、観測データを取り込みます   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① TS（トータルステーション）で取込む設定を指定します 

② 「参照」ボタンを押して、ファイル保存のウィンドウを表示します。 

再度 TS（トータルステーション）をつながなくても観測データを取込めるように、 

ファイルとして観測データを保存します。 

③ フォルダとファイル名を指定してします。 

④ 「開く」ボタンをクリックします。 

 

「野帳作業データへ変換する」のチェックをオンにして、「OK」ボタンをクリックします。 

 

（補足） 

「野帳のチェックを行う」については、「5-4 ファイルから、観測データを取込む」の補足を参照ねがいます。 
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5-6 点番付け 

■観測した測点を区別するために点番を設定します   

点番が設定されていない場合と、路線作成や座標計算の対象になりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■点番付けの設定    

 

 

 

 

 

 

 

 

① 点番付けを行う チェックは、オフをお勧めします。 

［野帳編集］で、観測データを整理した後に点番付けすることができます。 

・［野帳編集］で、点番付けをする場合はチェックをオフにします。 

・観測データの取込時に点番を設定する場合は、チェックをオンにします。 

② 点番付与ルール 「既存一致」を選択します。 

同じ点名が存在する場合には、同じ点番を設定します。 

③ 空き番を付与 チェックは、オンにします。 

同じ点名が存在しない場合に、新点として点番を設定します。 

（注意）オフにすると点番が設定されません。 

④ 点名一致で同一点名 

複数ある場合は付与 

しない。 

チェックは、オンをお勧めします。 

点番 100 K.1 と 点番 204 K.1 のように、すでに「点番違いで／同じ点名」の

測点がある場合の設定です。 

・チェックがオンの場合 

 点番の設定は行いません。［野帳編集］で、個別に点番を設定します。 

・チェックがオフの場合 

 新点として新点番が設定されます。 例）点番 317 K.1  

⑤ 開始番号を指定する チェックは、オフをお勧めします 

・チェックがオンの場合 

器械点と放射点の点番の指定ができます。 

（注意） 

複数のデータを取り込む場合には、既存

の点番とは重ならないようにしてください。 
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■点番を設定する対象の観測データを指定する    

 

                       

 

 

 

 

 

① 後視を除く視準は 

新点とする 

チェックは、オフをお勧めします。 

・チェックがオンの場合 

点番付与のルール「既存一致」とは無関係に、必ず視準点を新点として 

点番を設定します 

② 器械点を対象とする チェックは、オンをお勧めします 

・器械点にも点番を設定します。 

③ 対回点を対象とする チェックは、オンをお勧めします 

・対回で観測した測点に点番を設定します。 

④ 放射点を対象とする チェックは、オンをお勧めします。 

・放射で観測した測点に点番を設定します。 

⑤ 備考測点属性 観測データの備考欄を使って測点の属性を設定する場合に、チェックをオンにします。 

 

■中数作業データに変換する    

チェックは、オフにしてください。 

［野帳編集］から、中数値を作成し路線作成することをお勧めします。 

 

（補足）点番付けを行う場合は、観測データから直接に中数値データが作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-7 備考データから測点の属性付け 

■観測データの備考欄の情報から属性付けができます   

属性付け用に指定した設定ファイルをもとにして、測点に属性付けができます 

・観測データ取込みで「備考測点属性」のチェックをオンにして取り込む 

・［野帳処理］の「編集」－「備考属性」で、属性付けを行う。 

・［野帳ツール］－［野帳の備考から測点属性の一括取込］で、複数の野帳を対象にして属性付けもできます。 
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■属性付けの設定ファイル作成します    

[多角］－［野帳属性取込テーブル編集］で、設定ファイルを作成します 

 

 

 

 

 

 

キーワードと設定する属性値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ファイル選択」をクリックして、ファイル名を入力して設定ファイルを保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■属性付けを行います   

①［観測データの取込］で、属性付けができます。 
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② ［野帳処理］の「編集」－「備考属性」で、属性付けができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ［野帳ツール］－［野帳の備考から測点属性の一括取込］で、属性付けができます。 
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6 野帳処理           

取り込んだ観測データの編集を行い帳票の出力を行います 

1. 観測が制限値を超えていないか、チェックを行います 

2. 観測者や機器情報・天候などの設定を行います 

3. 点名の編集を行い、点番を設定します 

4. 定数点検の設定を行います 

5. 手簿の帳票を出力します 

6. （補足）中数値の再作成 

 

6-1 観測が制限値を超えていないか、チェックを行います 

■観測が作業規定に準じているか確認をします    

観測の制限値については、「多角プロジェクト 3-3 観測制限項目を設定する」の項を参照してください。 

１．チェックを行う野帳データの選択をします。 

２．制限を超えた観測データは、観測値が「赤字」で表示されます。 

３．「クリップボード出力」をクリックすると、EXCEL などにチェックの結果を貼り付けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象とする野帳を選択します。 
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6-2 観測者や機器情報・天候などの設定を行います 

■観測者や機器名などの情報が未設定な箇所に、設定を行います   

観測時に観測者名や機器名を入力していない場合は、情報の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・手簿のヘッダ部や反射鏡（ミラー）定数の情報を設定します 
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■観測データを読込み、観測データに未設定な箇所があるか確認をする    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・情報が設定されていない箇所ないかチェックをします。 

「チェック」－「観測データチェック」のメニューを 

選択し、データのチェックを行います。 

 

・チェックの結果は、Output ウィンドウに出力されます 
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■未入力の箇所に情報を設定します    

個別に情報の入力はできますが、ここでは一括で情報を設定する方法を説明します。 

（注意）観測者や機器の情報については、あらかじめ属性マスターに登録しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報が設定されます。再度チェックをかけて、未設定な箇所がないことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■属性マスター編集    

観測者や機種名は、あらかじめ属性マスターに登録しておく必要があります。 

［野帳処理］で、直接入力することはできません。 

［ファイル］－［属性マスター編集］で、各種の属性マスターを登録します。 

「設定」－「一括設定」のメニューを選択すると、 

データ入力のウィンドウが表示されます。 

 

設定する項目を指定して、「OK」をクリックしま

す。 

 

（補足） 

器械定数やミラー定数に値を設定しても、 

計算には反映されません。 

手簿の帳票に、設定値が印字されるだけです。 
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（補足） 

観測データに入力されている、観測者や機器の情報は自動的に属性マスターに登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-3 点名の編集を行い、点番を設定します 

■点番を設定します   

測点は点番で管理されます。点番が設定されていないと、座標計算の対象にはなりません。 

観測した点名に間違いないか確認訂正をして、点番を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「編集」－「点番付与」を選択します。 

 

・点番を設定する条件の項目を確認して、 

「OK」をクリックします。 

 

・点番付与を開始すると、各測点に点番が 

設定されます。 
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■点番消去    

点番を再設定する場合には、点番を消去してから点番の付与を行います。 

 

点番を設定した後に、野帳の編集を行ったので編集した結果で再度、全測点に点番を振りなおしたい場合には、 

「点番消去」を行ってから、「点番付与」を行ってください。 
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■点名の編集    

観測時の点名に誤りがあった場合に、点名の修正を行います。 

コマンドバーに表示されます、「点名変更（連携）」の機能に注意してください。 

（注意）点番が未設定と設定されている場合で、動作がことなります。 
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① 点名入力時に 

点番を設定する 

チェックがオンの場合 

点名の入力や編集をすると、対象測点に点番が設定されます。 

チェックがオフの場合 

 点名の入力・編集をしても、点番は設定されません。 

② 点名変更（連携） チェックがオンの場合 

野帳の中にある、同じ点名が連動して変更されます。 

チェックがオフの場合 

 修正箇所の点名だけが変更されます。 

 

■点番が「未設定」の状態での点名編集   
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（補足） 
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■点番が「設定済み」の状態での点名編集   

点名変更（連携）の設定がオフの場合には、必ず対象の測点の点番をクリアーしてから点名の変更を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点名を変更した測点に、新しい点番が設定されます。 
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（注意）点番をクリアーしないと、同一点番で異なる点名が存在する状態になります。 

 

 

 

 

点名変更（連携）の設定がオンの場合には、既存測点の点名変更になります。 
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6-4 定数点検の設定を行います 

■手簿に定数点検の斜線を入れるための設定を行います    

［多角］－［定数点検点名設定］で、定数点検の設定を行います。 

１．方位標を観測する場合には、あらかじめ［属性マスター編集］で方位標の名称を登録をします。 

２．「与点登録」の情報を参照して、自動的に定数点検の設定ができます。 
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■方位標の名称を登録します    

取り付点がない場合に、定数点検のために観測した方位標の名称を属性マスターに登録します。 

［ファイル］－［マスター属性編集］の［14:定数点検名］で登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■定数点検点名の設定を行います    

［多角］－［定数点検点名設定］で、定数点検の処理を施す観測箇所の指定を行います 

器械点名と視準点名を個別に入力できますが、野帳や路線から一括して設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測で使用した方位標の名称を 

登録します。名称は任意です。 

距離を観測していた場合には、 

距離欄にも抹消線が入ります。 
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■器械点名と視準点名の設定方法    

方位標の名称・与点登録・路線組みの情報から自動的に定数点検点名の設定が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 野帳から取得 選択した野帳データの観測から、与点登録と属性マスター（定数点検点名）の 

情報を基にして定数点検の組み合わせを設定します。 

 

 

 

 

② 路線から取得 選択した点検路線・平均路線・結合トラバース（始点終点に取付あり）路線の 

情報を基に定数点検の組み合わせを設定します。 

 

 

 

 

 

③ マスターから取得 属性マスターの定数点検点名の情報を設定します。（方位標だけです） 



60 
 

6-5 手簿の帳票を出力します 

■H29 年記載例（ｐ96）の観測手簿を出力します   

［野帳処理］から、出力します。 

観測手簿の帳票は、帳票の印刷ウィンドウの「U 地籍記載例 H29.7」のタブの中にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■複数の野帳を選択にして、一括して帳票の出力もできます   

［多角］－［野帳ツール］－［野帳作業から手簿］から一括で手簿の出力ができます。 
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6-6 （補足）中数値の再作成 

■野帳編集で観測データの削除などを行った場合には、中数値の再作成を行います   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中数値の初期化    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中数値を作成した後に、野帳処理で観測データの削除を 

行った場合には、中数値を再作成してください。 

 

野帳からは削除されますが、中数値には前の情報が 

残ったままの状態になります。 
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■中数値の再作成    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

編集箇所が多数あった場合も、中数値を再作成することをお勧めします。 
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7 点検路線の作成         

路線は、作業中の多角プロジェクトの中数値を基にして作成されます。 

結合路線を先に作成してから、閉合路線を作成します 

路線作成時に、 

１．路線の結びが、準則に適合しているかのチェックが行えます。 

２．新点に対して、図根点種別の設定ができます 

 

 

 

7-1 結合路線の作成 

■結合の点検路線を作成します    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■路線名を入力して、種別と路線型を指定します    
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■始点を入力します   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■後視点を入力します   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■始点と同様に、終点と終点の取り付がある場合は取り付点を入力します    
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■路線を結びます    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■終点まで結ぶと、次の作業選択の状態になります    

1 本の路線の結びが終わると、作業の選択画面が表示されます。次の処理を選択して、作業を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

■（補足）取り付け点がない場合の指定方法    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・始点から終点方向に自動的に結線されますが 

観測の分岐箇所では、路線の進行方向の測点を 

選択する状態になります。 

・分岐の指定で、路線を結ぶ方向の測点を選択します 
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7-2 作業規定の準則に適合した路線になっているのかチェックをします 

路線の次数と精度区分を基にして、適合のチェックが行えます。 

■次数と精度区分を入力します   

路線作成ウィンドウの「路線の属性」で指定を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 次数 路線の次数を入力します。 

② 精度区分 路線の精度区分を指定します。 

③ 図根点種別 路線の新点に設定する図根点種別を指定します 

④ 点検路線のチェック ① の次数と② の精度区分が指定された場合に有効になります。 

準則に適合しているかのチェックを行う場合は、オンにします 

 

・次数と精度区分で決定される制限値内にあっているかをチェックします。 

・調査区域の外周部の路線については、「外周路線のチェック」をオンにする 

必要があります。 

 

■不適合な箇所があった場合には、路線作成で警告メッセージが表示されます。    
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7-3 新点に図根点種別を設定します 

■新点に図根点種別を設定します    

路線作成ウィンドウで、図根点種別を設定すると新点に属性が割り当てられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-4 閉合路線を作成します 

■閉合路線を作成します   

閉合路線を作成する時の注意事項 

１．始点は、交点を指定してください。 

２．取り付点は上位（結合）路線の新点などを選択してください。（ 計算の精度を上げるためです。 ） 
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３．始点と取り付点は、閉合路線の構成点を指示します。（路線外の点を取り付点に指定はできません） 

４．路線の結びは、取り付点と逆向きに結びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交点でなく、路線の途中の点を指定すると、自動作成する ST 路線が 1 つの区間で分割されます   
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7-5 高度角補正計算 

■高度角補正計算   

正方向・反方向の観測で器械高・目標高が異なった場合の高度角補正は、路線作成時に自動的に行われます。 

［多角］－［高度角補正計算］で、補正の結果が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



70 
 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

路線を作成し直す場合には、「高度角補正」の情報を全消去してから作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-6 点検計算を行います 

■点検計算を行います   

作成した路線の一覧が表示されます。 

・次数と精度区分を設定します 

・計算対象の路線のチェックをオンにします。 

・路線の閉合差が制限内におさまっているか、確認をします。  

■閉合差の許容値を求めるために、次数と精度区分が設定されていることを確認します   
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■計算対象の路線にチェックをします    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計算を行い、許容値内におさまっているのか確認をします    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-7 点検計算の帳票を出力します 

■点検計算の帳票を出力します   

・点検計算（標高） 

・点検計算（座標） 

・点検仮計算（座標） 

 

 

 

 

 

 

点検計算ウィンドウで、 

帳票印刷のチェックを 

オンにします。 
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■ST 計算結果の帳票出力    

取り付けの方向角を検符するための帳票（ST 計算結果）は、［基準点精度管理表］から出力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「点検計算」タブを選択します 

② 「参照」をクリックして、路線を 

選択します 

③ 「OK」をクリックして路線を 

呼び出し 

 

「帳票」をクリックして、帳票の出力を

します。 
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8 新点登録           

点検計算で計算された新点に対して、等級などの属性の設定と点名のソートを行います。 

8-1 属性の設定 

■［新点登録］で、点検計算で計算された新点の属性を設定します   

新点に対して等級などの属性を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新点に等級などの属性を設定します    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検計算で計算された、新点と 

概算の X/Y/標高が確認できます。 
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8-2 新点のソート 

■新点のソートを行います    

厳密網の 1 点 1 枚の成果表は、新点登録の並び順で出力されます。 

必要な場合は、新点登録で点名のソートを行います。ソートは 2 種類の方法で行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 並べ替え 辞書式の昇順・降順で、点名のソートができます。 

 地籍式ソート 点名の図郭名称を考慮して、自動でソートを行います。 

 

8-3 （補足）厳密網平均計算が終わった後で、属性の変更を反映させる方法 

■厳密網平均計算の作業を呼び出して解析を行い帳票を出力します    

新点登録で属性や点名ソートを行わずに厳密網の計算を行った場合は、［厳密網平均計算］で作業を呼び出して 

再度解析を行うことで変更が反映されます。（座標計算に、影響はありません。） 
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9 観測記簿           

観測記簿を出力します   

EVOLUTO で観測記簿を出力する場合は、「点検路線」をあらかじめ 

作成しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

9-1 点検計算の観測 

■点検計算の観測    

観測データの一覧ウィンドウが表示されます。 

① 「点検計算の観測」をクリックします。 

計算対象とした点検路線とは関係のない観測データを厳密網平均計算の対象から除外します。 

② 「帳票」をクリックして観測記簿を出力します。 
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10 厳密網平均計算         

厳密網平均計算を行います。  

「新規」に厳密網平均計算を行う場合は、［観測記簿］から「厳密網へ」をクリックして解析を行います。 

10-1 点検計算の観測 

■点検計算の観測    

観測データの一覧ウィンドウが表示されます。 

① 「点検計算の観測」をクリックします。 

計算対象とした点検路線とは関係のない観測データを厳密網平均計算の対象から除外します。 

（注）点検路線と無関係な観測データが含まれていると、厳密網の解析ができない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-2 厳密網オプションの設定 

■厳密網オプションの設定を行います   

始点・終点と取り付点の観測データを、解析用のデータとして採用するかどうかの指定を行います。 

② 厳密オプションの設定を行い、「厳密網へ」をクリックして厳密網の解析に進みます。 

 

■「厳密網オプション」および「厳密網オプションⅡ」の設定    

厳密網オプション（与点－取り付点間の観測データの取り扱い） 

① 与点間観測を除く 与点間の観測データは、解析データとして使用しない。 

② 与点間距離を除く 与点間の水平角と高度角は、解析データとして使用する。 

与点間の距離が観測されていても、解析データとして使用しない。 

③ 与点間距離高度角を除く 

（推奨） 

与点間の水平角だけ、解析データとして使用する。 

距離と高度角が観測されていても、解析データとして使用しない。 

④ 与点間測定は維持 与点間の観測データを、解析データとして使用する 

厳密オプションⅡ（片方向からの観測データの取り扱い） 

① ［〇］全て対象 観測記簿で○がついているデータを全て解析データとして使用する。 

② 片観測は対象外 片観測のデータは解析データとして使用しない。 

③ 与新点以外の片観測は対象外

（推奨） 

与点および新点（点検路線の点）以外の片観測データは、 

解析データとして使用しない。 
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オプションの設定（ 下図が推奨の設定です。 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-3 厳密網平均計算 

■厳密網平均計算を行います   

解析ウィンドウが表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 精度管理表許容範囲を設定します 

・種別：H29 地籍調査  

・区分：精度区分を選択します 
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② 解析を行います 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 厳密網平均計算の帳票を出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果表にジオイドモデルファイルを印字する帳票は、 

「U 公共 H28・3XY 網平均計算.epf」 です。 

 

（補足） 

厳密網平均計算の帳票を出しなおす場合は、 

「８-3（補足）厳密網平均計算が終わった後で、 

属性の変更を反映させる方法」を参照願います。 
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11 精度管理表・成果簿        

精度管理表と成果簿を出力します   

［多角］－［基準点精度管理表］から、帳票を出力します。 

 

・基準点精度管理表（その１） 

・基準点精度管理表（その２） 

・基準点精度管理表（その３） 

・地籍図根多角点成果簿 

 

 

 

 

11-1 基準点精度管理表（その１） 

■基準点精度管理表（その１）を出力します   

点検路線を呼び出して、基準点精度管理表（その 1）を出力します。 

① 「点検路線」のタブをクリックします。 

② 「参照」をクリックして路線を呼び出します。 

③ 対象の路線を選択します 
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■帳票タイトル部の印字について   

タイトル部に印字される情報は、多角プロジェクトの設定を参照しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-2 基準点精度管理表（その 2） 

■基準点精度管理表（その 2）を出力します   

ST 路線を呼び出して、基準点精度管理表（その２）を出力します。 

ST 路線は[網図用路線作成]で、点検路線からで自動作成します。 

 

■点検路線から ST 路線を作成するための準備をします    

① 多角プロジェクトで「工程」の確認・設定をします。 

② 点検路線に次数を確認・設定します。 

③ 図郭配置を行います。 
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H29 年度から D 工程以降の区画法では、路線名に工程を表す記号を付加するようになりました。 

例） BK－D11 や BK－F1112 などになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［地籍］－［図郭］－［図郭配置］で、図郭を配置します 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果データとなる図郭の縮尺を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 図郭サイズを確認します。 

2. 国土調査事業を選択します。 

3. 大図郭の図郭指示を選択します。 
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■ST 路線を作成します    

［多角］－［網図用路線作成］－［点検路線から網図用の ST 路線作成］で ST 路線を作成します。 

点検路線の［始点－交点］／［交点－交点］／［交点－終点］を区切りにして、ST 路線が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ST 路線の命名方法を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

［多角］－［網図用路線作成］－［ 
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■基準点精度管理表（その 2）を出力します    

作成した ST 路線を呼び出して出力を行います。 

① ［多角］－［基準点精度管理表］で「ST 路線」タブをクリックします。 

② 「参照」をクリックして ST 路線を選択します 

③ 「帳票」をクリックして U 地籍記載例 H29.7 から精度管理表（その２）を出力します。 
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11-3 基準点精度管理表（その 3） 

■基準点精度管理表（その３）を出力します    

新点を呼び出して、基準点精度管理表（その３）を出力します 

新点の計算を行った、厳密網平均計算の作業もあわせ呼び出します。 

① 「点名（新点）」タブをクリックします。 

② 「参照」をクリックして新点を呼び出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「厳密網」タブをクリックします。 

「参照」をクリックして厳密網平均計算の作業を呼び出します。 
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④ 「帳票」をクリックして精度管理表（その３）を出力します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-4 図根点成果簿 

■図根点成果簿を出力します   

新点を呼び出して、図根点成果簿を出力します。 

① 「点名（新点）」タブをクリックします。 

② 「参照」をクリックして新点を呼び出します。 
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③ 「帳票」をクリックして成果簿を出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

１．標高を印字する・しないは帳票の種類が分かれていますので、成果に応じて帳票の選択をします。 

 

 

２．図根点成果簿は、［座標］－［座標登録］でも帳票の出力ができます。 

① 座標シートから対象の図根点を選択します 

② 「入力 SE へ転送」をクリックします。 

③ 「帳票」をクリックして、帳票の出力を行います。 
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12 点検測量           

点検測量の手簿と精度管理表を出力します。 

観測の比較は、本観測データから作成された「中数値データ」と行います。 

中数値データの中から点検測量と同じ観測の組み合わせを抽出して較差を算出しますので、点検測量の観測は本観測と 

同じ観測を行います（点名も同じ点名で観測をします）。 

12-1 点検用の観測データの取込 

■点検測量を行った観測データの取込を行います    

本観測で作成された中数値データと比較を行いますので、点検測量のデータを中数値に変換してはいけません。 

［多角］－［観測データの取込］では、「中数作業データへ変換する」のチェックはオフにして取り込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

■点検観測データを取り込むための作業用の多角プロジェクトを作成することをお勧めします   

間違って本観測データとして取り込むことを避けるために、作業用の多角プロジェクトで取り込みます。 

点検用に野帳の編集が終わってから、本観測データがある多角プロジェクトに野帳のコピーができます。 

 

1.［多角］－［多角プロジェクト］－［新規作成］で、多角プロジェクトの作成追加ができます。 

2. 作業対象の多角プロジェクトを点検用のプロジェクトに切り替え、点検観測のデータを取り込みます。 
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3. ［野帳処理］で点検用の観測データに編集をします。（12-2 の項を参照） 

4. 「ファイル・作業」をクリックして「作業の部分保存」で、点検用の観測データをコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本観測の多角プロジェクトに、 

 点検用の観測データをコピーして 

 保存を行います。 

 

 

 

 

 

12-2 点検用の観測データにするための編集を行います 

■点検用の観測データとして設定を行います。   

［多角］－［野帳処理］で点検測量の観測データを読み込み、器械点の目的を「3:点検」に設定します。 

「3:点検」に設定すると点検用のデータとみなされ、中数値データには反映されなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■作業中の観測データすべての器械点の目的を、「3:点検」に一括設定する方法    
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「設定」をクリックして「一括設定（JOB・気象・器械情報）」メニューで、一括設定することができます。 

設定ウィンドウで対象とする項目の左側の升目のチェックをオンにして、変更する値を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12-3 点検用の観測手簿と精度管理表を出力します 

■点検の観測手簿と精度管理表を出力します    

本観測の多角プロジェクトで、［多角］－［野帳処理］で点検用の観測データを読み込み帳票の出力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「帳票」をクリックして手簿と精度管理表を出力します 

① 本観測の多角プロジェクトに切り替えます。 

② ［野帳処理］で、点検用の観測データを読

み込みます。 
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観測手簿は、U 地籍 H29･7 観測手簿（点検測量）（P116・199・222）.epf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精度管理表は、U 地籍 H29･7 地籍 図根測量精度管理表 点検測量（点検結果）（P122・P205・P226）.epf 

点検表 

① 「採用値」は、中数値データを参照しています。 

② 「許容値」は、多角プロジェクトの式から計算されます。 
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精度管理表のタイトル部の情報は、 

多角プロジェクトの設定を参照しています。 
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13 （補足）簡易平均計算 （放射法）     

■簡易平均計算    

2 次路線（単路線）を、簡易平均計算で行う手順についての説明です。 

但し、単路線の場合でも厳密網平均計算で行うことが推奨されています。 

 

13-1 路線作成 

■結合トラバースの路線を作成します   

始点・終点ともに 「取り付ありの結合トラバース路線」 を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・EVOLUTO の制限で、単路線は始点・終点の両方に取り付点がないと簡易平均計算は行えません。 

・取り付点がない場合には、厳密網平均計算でしか計算を行うことができません。 

 

・多角プロジェクトのタイプは「基準点」に設定します。簡易平均計算は「トラバース」でも行えますが、成果データを 

作成のために点検路線を作成するので「基準点」で設定をします。 

（補足） 
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13-2 簡易平均計算 

■簡易平均計算を行う   

作成した結合トラバース路線を呼び出して計算を行います。 

 

（補足） 

成果データに「点検計算（座標）」・「観測記簿」がありますので、 

多角プロジェクトのタイプは「基準点」を選択してください。 

 

 

 

 

単路線の場合は「単独型」で任意のグループ名を入力して、作成した路線を「1 路線単位」で指定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 項目とグループ名を設定します 

 

 

 

 

② 「路線リスト」から、1 つの路線を選択します。 
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③ 「帳票」をクリックして「U 水平網(検定).EPF」で、計算書を出力します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足）帳票の印字設定について 

① 計算日・会社名・プログラム管理者および検定番号の設定 

・「情報入力」をクリックしてデータを入力します。 

・検定番号は「丸め処理：しない」を選択します。（「する」の場合は、検定番号が印字されません） 
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② 許容値の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13-3 成果簿 

■成果簿を出力します   

［座標］－［座標登録］で、簡易平均計算で座標計算した測点を呼び出して帳票を出力します。 

 

 

 

 

［座標登録］コマンドを起動してから、座標シートで対象の測点を選択して入力をします。 
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U 地籍 H29･7 細部図根点(1 次)成果簿（P201・P224）（標高なし）.epf などで、帳票を出力します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13-4 結合トラバース路線から点検路線を作成する 

■点検路線の作成    

成果データの「点検計算（座標）」・「観測記簿」および「精度管理表」を出力するために、点検路線を作成します。 

点検路線は簡易平均計算で作成した、結合トラバース路線から作成することができます。 

点検路線を作成するので、多角プロジェクトのタイプは 「基準点」 に設定する必要があります。 

 

① 結合トラバース路線の始点・終点・取り付点を与点登録します。 

② 多角シートで結合トラバース路線から点検路線を作成します。 

 

■与点登録    

結合トラバース路線の始点・終点・取り付点を与点登録します。 

簡易平均計算では与点登録の必要はありませんが、点検計算を行うために与点登録する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



98 
 

■点検路線の作成    

結合トラバース路線から点検路線を作成します。 

 

① 多角シートで結合トラバース路線を選択します。 

② マウス右ボタンメニューの 「トラバース路線（結合）から結合路線を作成…」 で点検路線を作成します。 

 

■多角シートから結合路線を選択   

［表示］－［ツールバー］－［多角］で、多角シートを表示します 

多角シートが表示されます。 

対象の結合トラバース路線を選択して 「トラバース路線（結合）から結合路線を作成…」メニューを選択します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「トラバース路線（結合）から結合路線を作成…」   

新しく作成する点検路線の名称を設定します。既存の路線名とは重複しないように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「名称設定」で、一括して 

点検路線名を設定することが 

できます。 

点検路線が作成されます。 
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13-5 点検計算（座標）・観測記簿・精度管理表 

■成果データの帳票を出力します   

点検計算を行い 「点検計算（座標）」・「観測記簿」・「精度管理表」 の帳票を出力します。 

 

① ［多角］－［点検計算］から、「点検計算（座標）」の帳票を出力します。 

② ［多角］－［観測記簿］から、「観測記簿」の帳票を出力します。 

③ ［多角］－［基準点精度管理表］から、「精度管理表」の出力を行います。 

 

■点検計算（座標）   

［多角］－［点検計算］で、作成した点検路線を呼び出して点検計算を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

U 地籍 H29･7 地籍細部図根－点検計算(座標)（P217）(点数なし).epf 
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■観測記簿   

［多角］－［観測記簿］から、点検路線の記簿を出力します。 

観測データのウィンドウが表示されます。 

① 「点検計算の観測」をクリックします。（点検路線に関連するデータのみが、出力対象になります。） 

② 「帳票」をクリックして観測記簿の出力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

U 地籍 H29･7 地籍図根多角・細部図根測量－観測記簿（P98・P187・P216）.epf 
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■精度管理表   

［多角］－［基準点精度管理表］から、精度管理表の出力を行います。 

入力ウィンドウが表示されます。 

 

① 「点検路線」タブを選択します 

② 「参照」をクリックして、路線を呼び出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「帳票」をクリックして、精度管理表を出力します 

U 地籍 H29･7 地籍図根測量精度管理表（その１）（簡易平均）（P225）.epf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13-6 点検手簿 

・手順については、 「12 点検測量」 の項を参照願います。 

・［多角］－［野帳処理］から U 地籍 H29･7 観測手簿（点検測量）（P116・199・222）.epf で帳票を 

出力します 
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細部図根測量 
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1 細部図根（放射法）の流れ        

本書では、以下の流れで細部図根測量（放射法）の操作を開設します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多角プロジェクトの設定

与点座標をロック

観測データのチェックと

手簿の出力

放射路線の作成

観測記簿・座標計算書

成果簿

点検測量

精度管理表

与点の点検

（補足）開放路線

開放路線の点検

開放路線 与点の点検
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2 多角プロジェクトの作成と設定      

細部図根測量（放射法）の計算用に、多角プロジェクトを作成して設定をします 

2-1 プロジェクトを作成して、計算方法と観測の制限を設定する 

■多角プロジェクトを新規に作成します   

① 多角プロジェクトの新規作成アインをクリックします。（［多角］－［多角プロジェクト］－［新規作成］） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① プロジェクト名称 任意にプロジェクトの名称を設定します。 

② プロジェクトのタイプ 「トラバース」を選択します。 

距離計算で投影補正・縮尺補正を行わない場合には、 

タイプは「トラバース」に設定します。 

③ プロジェクトのプロパティを

設定する 

チェックがオンの場合は、 

「OK」をクリックすると多角プロジェクトのプロパティウィンドウが表示されます。 

④ 既存のプロジェクトの条件

を参照する 

チェックがオンの場合は、 

多角プロジェクトの条件項目・精度管理表項目・観測制限項目の内容が 

選択したプロジェクトから転記されます。 
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■作成した多角プロジェクトの設定を変更します    

放射計算用に多角プロジェクトの設定（条件項目／観測制限項目）を変更します。 

 

① 条件項目の設定を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① タイプ 「トラバース」を選択します。 

「トラバース」でないと、③で「補正しない」が選択できません。 

② 距離計算で採用する 

観測距離と高度角の 

指定をします 

（推奨）路線の進行方向側の距離を採用する。 

（推奨）採用距離側の高度角を使用する。 

③ 距離の補正方法 「補正しない」を選択します。 

（補足）「投影補正、ジオイド補正、縮尺補正」を選択した場合は、 

観測記簿に「基準面上の距離」と「平面距離」が計算されて印字されます。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 工程 

 

作業に該当する工程を選択します。（ 細部図根測量（放射法）：F ） 

（補足）選択した工程によって、帳票タイトル部の文言がかわる帳票があります。 
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⑤ 精度・制限 「表示名称」のみが使用されます。（ 許容値の式は、使用されません ） 

細部図根点成果簿の精度区分の欄に、表示名称の精度の文字が印字されます。 

 

 

 

 

 

 

ジオイド高・縮尺係数 ③ で、距離を「補正しない」場合には設定した値は使用されません。 

 

② 観測制限項目の設定を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制限値の設定は各項目の「参照」をクリックして、精度区分を選択することで値が設定されます。 
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3 与点座標をロック         

間違いで与点を計算対象にした場合に、与点の座標が更新されないようにロックをかけます。 

 

3-1 与点の座標をロックする 

■与点の座標をロックします   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座標シートから測点を選択して、ロックをかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

ロックをかけた場合は、座標だけでなく座標属性（図根点や標識区分など）の更新もできなくなります。 

座標のロックは、必要に応じて行ってください。 
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4 観測データのチェックと手簿の出力     

観測が作業規定に反していないか確認し、手簿を出力します 

 

4-1 観測データのチェック 

■観測データが、作業規定に反していないかチェックします   

下記の項目をチェックします。 

１．後視距離より視準点の観測距離が長くないか。 

２．視準点の観測距離が 100m を超えていないか。   

 

（補足） 

観測データの取込は、「図根多角測量 5 観測データの取込」を参照願います 

チェック用の帳票で確認ができます。 合否は、〇×で印字されます。 

・U 地籍 H29･7 放射法による一筆地・細部測量の距離チェック用（一覧形式）.EPF 

・U 地籍 H29･7 放射法による一筆地・細部測量の距離チェック用（手簿形式）.EPF 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一覧形式   
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手簿形式   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 帳票の出力 

■帳票の出力   

1．［多角］－［野帳処理］からは、読み込んだ観測データを対象にして帳票が出力できます。 

2．［多角］－［野帳ツール］－［野帳作業から手簿］では、複数の野帳を対象にして帳票が出力できます。 
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4-3 観測手簿の出力 

■手簿を出力します   

［多角］－［野帳処理］から、観測手簿を出力します 

・U 地籍 H29･7 観測手簿（放射・開放）（P229・233・234）.epf 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足：定数点検） 

後視を定数点検点として手簿に “定数点検のため抹消“ と斜線が自動的に記入されます。 

［多角］－［定数点検点名設定］で、定数点の設定をする必要はありません。（設定は行わないでください） 
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5 放射路線の作成         

放射路線を作成します 

 

5-1 放射路線の作成 

■放射路線を作成します   

［多角］－［路線作成］で、放射路線を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 種別 トラバースを選択します。 

② 路線型 全自動放射（推奨）。 

全自動放射の場合には、初点／後視点の入力は不要です。 

③ 放射点の設定 チェックは全てオフにします。 

観測した放射点を器械点として、突き出しで「2 次」の放射点を計算する場合の設定です。 

 

（補足） 

観測データの取込と、中数値の合成についての設定は、「図根多角測量 2-3 中数値変換の設定」を参照願います。 

 

 

5-2 多角網のページ 

■多角網のページ    

路線作成において観測データは、路線組みができる網の単位で分けて表示されます。（多角網のページ） 

観測データは「多角網のページ」ツールバーで、観測網の単位で切り替え表示することができます。 
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5-3 路線の型 

■路線型：全自動放射と放射   

全自動放射は、観測網の単位にかかわらず自動的に 1 つの放射路線として路線を作成します。 

放射は、観測網の単位で個別に路線を作成します。 

 

「全自動放射」の路線 
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「放射」の路線 

多角網のページを切り替えながら、観測網の単位で路線組みをします。 
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6 観測記簿と座標計算簿        

観測記簿と座標計算簿を出力します 

6-1 観測記簿 

■観測記簿を出力します   

観測記簿は、［路線作成］または［作成路線の操作］から帳票を出力します。 

・U 地籍 H29･7 地籍細部測量－観測記簿（放射法）（P230・P235）.epf 

 

１．［多角］－［路線作成］の「帳票（路線記簿）の印刷」から、帳票の出力ができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．［多角］－［作成路線の操作］で、路線作成後に路線を選択して帳票の出力もできます 
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6-2 座標計算簿 

■座標計算簿を出力します   

座標計算簿は、［トラバース計算］または［トラバース帳票］から帳票を出力します。 

・U 地籍 H29･7 地籍細部測量－座標計算簿（放射法）（P231）.epf 

 

１．［多角］－［トラバース計算］で、路線を呼び出して帳票の出力ができます。 
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２．［多角］－［トラバース帳票］で、路線を呼び出して帳票の出力ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線を作成した後からは、［多角］－［トラバース帳票］で 

路線を選択して帳票の出力を行います 
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7 成果簿           

成果簿を出力します 

7-1 成果簿 

■細部図根点成果簿を出力します   

［座標］－［座標登録］から、細部図根点を呼び出して帳票の出力を行います。 

・U 地籍 H29･7 細部図根点成果簿（放射法）（P244）.epf 

 

 

細部図根点の末尾の文字（A,B など）をキーワードにして測点を呼び出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地籍式（図郭名順）に測点名をソートします 

画面下に表示される「専用ソート」をクリックして、地籍式でソートを行います。 
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                             測点をソート後に、「帳票」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果簿が出力されます 
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8 点検測量           

観測が許容範囲におさまっているか点検をします。 

8-1 点検測量（放射法） 

■点検測量の帳票を出力します（放射法）   

・放射法における点検用の観測手簿・観測記簿・座標計算簿は、記載例にあります「他の与点が見える場合」での 

出力になります。 

・「他の与点が見える場合」は、点検測量で観測データから求める座標値と、成果の座標値の差で点検を行います。 

 点検測量の観測データから観測手簿・観測記簿・座標計算簿を出力します。 

 

（補足 1） 

細部図根測量（放射法）の点検測量は、本観測と同じ観測を行います。 

測点名も本観測と同じ点名で観測します。 

一筆地測量とは異なり点検用の測点名として、点名の末尾に識別文字の “X” などは付加しません。 

 

（補足 2） 

点検測量の手順につきましては、「図根多角測量 12 点検測量」を参照願います 

 

 

8-2 観測手簿（点検） 

■観測手簿（点検）   

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

・本観測のデータと区別をするため、目的欄は「3:点検」に設定します。 

・U 地籍 H29･7 地籍細部図根測量（放射法）の点検－観測手簿（P238）.epf 
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（補足：定数点検） 

 

後視を定数点検点として手簿に “定数点検のため抹消“ と斜線が自動的に記入されます。 

［多角］－［定数点検点名設定］で、定数点の設定をする必要はありません。（設定は行わないでください） 

 

8-3 観測記簿（点検） 

■観測記簿（点検）   

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

・点検データなので、現場に座標の登録は行いません。（ 一筆測量の点検とは、異なります。 ） 

・U 地籍 H29･7 地籍細部測量の点検－観測記簿（放射法）（P239）.epf 

 

点検用の野帳から、観測記簿の出力ができます。 

目的欄が「3:点検」でない観測は、出力の対象にはなりません。 
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8-4 座標計算簿（点検） 

■座標計算簿（点検）   

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

・点検データなので、現場に座標の登録は行いません。（ 一筆測量の点検とは、異なります。 ） 

・U 地籍 H29･7 細部図根測量（放射法）の点検－座標計算書（P240）.epf 
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点検用の野帳から、座標計算簿の出力ができます。 

目的欄が「3:点検」でない観測は、出力の対象にはなりません。 

成果データの座標値との差を点検します。 
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（補足） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

「較差の丸め」の方法は、判定が厳しくなるように「切り上げ」が初期値になっております。 

適宜、丸め方法は「四捨五入」に変更を行ってください。 
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9 精度管理表          

精度管理表を出力します。 

9-1 精度管理表（放射法） 

■細部図根測量精度管理表（放射法）   

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

・放射法の場合には、座標差の精度管理表を出力します。 

・点検データなので、現場に座標の登録は行いません。（ 一筆測量の点検とは、異なります。 ） 

・U 地籍 H29･7 細部測量精度管理表（放射法）（P245）.epf 

 

点検用の野帳から、精度管理表（放射法）の出力をします。 
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（補足） 

① タイトル部の情報は、多角プロジェクトの「精度管理表項目」の設定を参照します。 

② 精度区分は、多角プロジェクトの「条件項目」の「精度・制限」の表示名称を参照します。 
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10 与点の点検          

与点を点検します。 

■与点（器械点と後視点）の点検を行います   

上位の工程（地籍図根多角測量／細部図根測量（多角法））を行わずに、放射法から始める場合には 

与点の点検を行います。成果の観測において、与点の点検ため必ず後視の距離も観測します。 

 

・点検は、与点の「座標値から計算した距離」と点検のために「観測した後視の距離」で行います。 

・また、与点の点検を行った場合には、基準の方向角がわかる計算書も出力します。 

 

■与点の点検（放射法）   

［多角］－［野帳処理］から、帳票の出力を行います。 

・U 地籍 H29･7 地籍細部測量－与点の点検（P232・P237・P256）.epf 

 

成果の野帳データを読み込み、出力をします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-1 与点の点検（放射法） 
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（補足） 

① 帳票タイトルは、多角プロジェクトの「条件項目」の「工程」を参照します。 

② 精度区分は、多角プロジェクトの「条件項目」の「精度・制限」の表示名称を参照します。 

③ 許容範囲は、多角プロジェクトの「観測制限項目」の「座標値の差」を参照します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■与点の基準方向角   

［ツール］－［方向角距離計算］から、帳票の出力を行います。 

・U 地籍 H29･7 与点の点検（放射法）ST 計算結果（P231・P236・P253・P255）.EPF 

 

与点（器械点と後視点）の座標値から逆算して求めた方向角を印字します。 

成果データとして作成した放射路線の器械点と後視点を呼び出して、帳票の出力を行います。 

10-2 与点の基準方向角 
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① すべての器械点と後視点を抽出 器械点と後視点のすべての組み合わせを呼び出します。 

② 器械点の「基準点種別」が 

「与点」の場合のみ抽出 

器械点が「与点」ならば呼び出します。 

③ 器械点または後視点の「基準点種別」が 

「与点」の場合のみ抽出 

器械点か後視点のどちらかが「与点」ならば呼び出します。 

④ 器械点および後視点の「基準点種別」が 

「与点」の場合のみ抽出 

器械点と後視点のどちらも「与点」ならば呼び出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

記載例には、放射法における方向角の帳票の様式が掲載されておりません。 

H29 記載例 7 月版 P99 「ST 計算結果」 に合わせた様式で出力します。 
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11 （補足）開放路線         

開放路線は突き出しの放射で作業を行います。 

11-1 開放路線（他の与点が見えない）（放射法） 

細部図根点を設置したい箇所が、上位の点から直接的に観測ができない（他の与点が見えない）場合には節点を 

設けて計算を行います。 

 

開放路線（放射法）につきましては、放射法と処理が異なる項目についての説明を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開放路線（放射法）は、突き出しの放射路線で計算を行います   

放射計算で計算した節点の座標を基にして、連続して細部図根点を放射計算します。 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

 

 

 

11-2 観測手簿 

■観測手簿   

［多角］－［野帳処理］から、帳票の出力を行います。 

・U 地籍 H29･7 観測手簿（放射・開放）（P229・233・234）.epf 
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（補足：定数点検） 

後視を定数点検点として手簿に “定数点検のため抹消“ と斜線が自動的に記入されます。 

［多角］－［定数点検点名設定］で、定数点の設定をする必要はありません。（設定は行わないでください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-3 路線作成 

■路線を作成します   

種別は「トラバース」で、路線型を「全自動放射」に設定して路線を作成します。 

「放射点の設定」では、必ず「両観測も放射に含める」のチェックをオンにする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

放射計算は、一方向から観測している箇所が 

計算対象となっています。 

 

突き出し（放射の放射）の場合は、 

「両観測も放射に含める」のチェックがオフだと 

放射計算の対象になりません。 
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11-4 観測記簿 

 

■観測記簿を出力します   

［多角］－［路線作成］で、路線を作成した時に出力ができます。 

［多角］－［作成路線の操作］で、路線を選択して出力することができます。 

・U 地籍 H29･7 地籍細部測量－観測記簿（放射法）（P230・P235）.epf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［多角］－［作成路線の操作］から、作成済の路線を選択して帳票の出力ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-5 座標計算簿 

■座標計算簿を出力します   

座標計算簿は、［トラバース計算］または［トラバース帳票］から帳票を出力します。 

・U 地籍 H29･7 地籍細部測量－座標計算簿（放射法 開放路線）（P236）.epf 
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１．［多角］－［トラバース計算］で、路線を呼び出して帳票の出力ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．［多角］－［トラバース帳票］で、路線を呼び出して帳票の出力ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-6 成果簿 

■成果簿を出力します   

［座標］－［座標登録］から、細部図根点を呼び出して帳票の出力を行います。 

詳細につきましては、「1-6 成果簿」の項を参照願います。 
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12 開放路線（放射法）の点検       

他の与点が見えない場合の点検 

12-1 開放路線 放射法（他の与点が見えない）（点検） 

■点検測量の帳票を出力します（開放路線 放射法）   

・開放路線 放射法における点検用の観測手簿・観測記簿・座標計算簿は、記載例にあります「他の与点が見えない場合」

での出力になります。 

・「他の与点が見えない場合」は、交点と節点での測角／測距を点検します。（ 放射法は、座標値で点検 ） 

 点検は、成果データの中数値（観測データ）と比較をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足 1） 

細部図根測量（開放路線 放射法）の点検測量は、本観測と同じ観測を行います。 

測点名も本観測と同じ点名で観測します。 

一筆地測量とは異なり点検用の測点名として、点名の末尾に識別文字の “X” などは付加しません。 

（補足 2） 

点検測量の手順につきましては、「図根多角測量 12 点検測量」を参照願います 

 

12-2 観測手簿（点検） 

■観測手簿（点検）   

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

・本観測のデータと区別をするため、目的欄は「3:点検」に設定します。 

・U 地籍 H29･7 細部図根測量－観測手簿(放射・開放路線)(点検測量含)(P241・P242).EPF 
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（補足 1） 

許容値の計算は多角プロジェクトの設定を参照します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足 2） 

記載例にはない、後視距離を印字する帳票も用意しています。 

・U 地籍 H29･7 細部図根測量－観測手簿(放射・開放路線)(点検測量含)(P241・P242)(後視距離印字).EPF 

・TS 法での水平角の許容範囲は、長い方の距離で求めるため後視の距離も印字する様式の帳票です。 
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節点（P241）と細部図根点（P242）で、2 つの手簿の組み合わせになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12-3 精度管理表（点検） 

■精度管理表を出力します    

［多角］－［野帳処理］から、帳票の出力をします。 

・U 地籍 H29･7 細部図根測量精度管理表（開放路線）点検測量（点検結果）（P246）.epf 

・点検用の野帳を読み込んで帳票の出力を行います。 
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（補足 1） 

③ タイトル部の情報は、多角プロジェクトの「精度管理表項目」の設定を参照します。 

④ 精度区分は、多角プロジェクトの「条件項目」の「精度・制限」の表示名称を参照します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足２） 

記載例にはない、後視距離を印字する帳票も用意しています。 

・U 地籍 H29･7 細部図根測量精度管理表（開放路線）点検測量（点検結果）（P246）（後視距離印字）.epf 

・手簿で、後視距離を印字した場合の精度管理表になります。 
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13 開放路線（放射法）与点の点検      

与点（器械点と後視点）で点検を行います 

13-1 与点の点検 

■与点（器械点と後視点）の点検を行います   

上位の工程（地籍図根多角測量／細部図根測量（多角法））を行わずに、放射法から始める場合には 

与点の点検を行います。成果の観測において、与点の点検を行うため後視の距離も観測します。 

 

開放路線 放射法につきましては、放射法と処理が異なる項目についての説明を行います。 

詳細については「10 与点の点検」を、ご参照ください。 

 

■与点の点検（放射法）   

［多角］－［野帳処理］から、帳票の出力を行います。 

・U 地籍 H29･7 地籍細部測量－与点の点検（P232・P237・P256）.epf 

 

成果の野帳データを読み込み、出力をします 
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13-2 与点の基準方向角 

■与点の基準方向角   

［ツール］－［方向角距離計算］から、帳票の出力を行います。 

・U 地籍 H29･7 与点の点検（放射法）ST 計算結果（P231・P236・P253・P255）.EPF 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械点の選択ウィンドウが表示されます。 

節点は出力対象から外します。 

あらかじめ与点となる測点の基準点種別を、 

「与点」として設定します。 

［座標シート］で、対象の測点を選択して 

一括で属性付けができます。 
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［ツール］－［方向角距離計算］で、路線を選択して測点を呼び出します。 

呼び出す測点は、基準点種別が「与点」のもので指定を行います。 
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（補足） 

記載例には、放射法における方向角の帳票の様式が掲載されておりません。 

H29 記載例 7 月版 P99 「ST 計算結果」 に合わせた様式で出力します。 
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一筆地測量 
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1 一筆地測量（放射法）の流れ      

本書では、以下の流れで一筆地測量（放射法）の操作を開設します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多角プロジェクトの設定

与点座標をロック

同一境界点名のチェック

観測データのチェック

手簿・記簿・座標計算簿

放射路線の作成

成果簿

点検測量

精度管理表

与点の点検
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2 多角プロジェクトの作成と設定      

一筆地測量（放射法）の計算用に、多角プロジェクトを作成して設定をします。 

2-1 プロジェクトを作成して、計算方法と観測の制限を設定する 

■多角プロジェクトを新規に作成します   

① 多角プロジェクトの新規作成アインをクリックします。（［多角］－［多角プロジェクト］－［新規作成］） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① プロジェクト名称 任意にプロジェクトの名称を設定します。 

② プロジェクトのタイプ 「トラバース」を選択します。 

距離計算で投影補正・縮尺補正を行わない場合には、 

タイプは「トラバース」に設定します。 

③ プロジェクトのプロパティを

設定する 

チェックがオンの場合は、 

「OK」をクリックすると多角プロジェクトのプロパティウィンドウが表示されます。 

④ 既存のプロジェクトの条件

を参照する 

チェックがオンの場合は、 

多角プロジェクトの条件項目・精度管理表項目・観測制限項目の内容が 

選択したプロジェクトから転記されます。 
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■作成した多角プロジェクトの設定を変更します    

一筆地測量用に多角プロジェクトの設定（条件項目／観測制限項目）を変更します。 

① 条件項目の設定を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① タイプ 「トラバース」を選択します。 

「トラバース」でないと、③で「補正しない」が選択できません。 

② 距離計算で採用する 

観測距離と高度角の 

指定をします 

（推奨）路線の進行方向側の距離を採用する。 

（推奨）採用距離側の高度角を使用する。 

③ 距離の補正方法 「補正しない」を選択します。 

（補足）「投影補正、ジオイド補正、縮尺補正」を選択した場合は、 

観測記簿に「基準面上の距離」と「平面距離」が計算されて印字されます。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 工程 

 

作業に該当する工程を選択します。（ 細部図根測量（放射法）：F ） 

（補足）選択した工程によって、帳票タイトル部の文言がかわる帳票があります。 
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⑤ 精度・制限 「表示名称」のみが使用されます。（ 許容値の式は、使用されません ） 

筆界点成果簿の精度区分の欄に、表示名称の精度の文字が印字されます。 

 

 

 

 

 

ジオイド高・縮尺係数 ④ で、距離を「補正しない」場合には設定した値は使用されません。 

 

② 観測制限項目の設定を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制限値の設定は各項目の「参照」をクリックして、精度区分を選択することで値が設定されます。 
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点検点の判定 

成果点と区別するために、点検用の点として識別するための方法を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 規約文字の出力 点検用の観測手簿や観測記簿で、点検用の識別文字（“X”）を印字したくない 

場合にはチェックをオフにします。 

（補足） 

規約文字の出力の設定をオフにした場合には、 

帳票出力時に「点検と成果の選択」モードで帳票を出力する必要があります。 
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3 与点座標のロック         

間違いで与点を計算対象にした場合に、与点の座標が更新されないようにロックをかけます。 

3-1 与点の座標をロックする 

■与点の座標をロックします   

間違って与点を計算対象にして、与点の座標が更新されないようにロックをかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座標シートから測点を選択して、ロックをかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

ロックをかけた場合は、座標だけでなく座標属性（図根点や標識区分など）の更新もできなくなります。 

座標のロックは、必要に応じて行ってください。 
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4 同一境界点のチェック        

境界点を同一点名で観測していないかチェックします 

4-1 同一境界点名のチェック 

■同一点名で境界点を観測している場合にチェックを行います   

境界点の観測において、点名を区別せず 1 日目（1・2・3・・・）／2 日目（1・2・3・・・）のように観測している場合には、 

境界点を区別するために、「¥マーク処理」を行います。点名を間違えた場合のチェックにも有効です。 

 

「¥マーク処理」とは、同一の点名だが異なる場所の点が複数存在する場合に、1／1¥1／1¥2 のように測点名の末尾に 

区別するための識別子（¥n）を付加することを意味しています。帳票や図面では¥以降の文字は印字・作図されません。 

 

■点番付けを行わずに、観測データを取り込みます   

観測データの取込では、点番付けを行わないでください。オンの場合は、同一の点名だと全て同じ点番が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

観測データの取込につきましては、「図根多角測量 5 観測データの取込」をご参照ください。 

■¥マーク処理を行う例   

１．観測時に間違って同一の点名で、観測を行っている。 

２．境界は固定的に同一の点名で観測を行っている。 

 

例１）点名の入力間違い 
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4-2 \マーク処理 

■¥マーク処理    

同一点名の場合に、異なる測点として取り扱うように点名の末尾に識別文字（¥n）を付加します。 

［編集］－［¥マーク］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 2）点名の区別をせずに観測を行う 
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① はい 作業中の野帳内で、¥マーク処理を行います。 

複数の野帳を一つにまとめている場合の処理になります。 

② いいえ 作業中の野帳と現場の測点で、¥マーク処理を行います。（推奨） 

先に登録済の現場の測点を考慮して、¥マーク処理を行います。 

野帳毎に作業する場合の処理になります。 

 

■点番を付与します   

¥マーク処理後に、点番を設定します。 
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5 観測データのチェック        

観測が作業規定に反していないかチェックします。 

 

5-1 観測データのチェック 

■観測データが、作業規定に反していないかチェックします   

下記の項目をチェックします。 

１．後視距離より視準点の観測距離が長くないか。 

２．視準点の観測距離が 100m を超えていないか。   

 

（補足） 

観測データの取込は、「図根多角測量 5 観測データの取込」を参照願います 

チェック用の帳票で確認ができます。 合否は、〇×で印字されます。 

 

・U 地籍 H29･7 放射法による一筆地・細部測量の距離チェック用（一覧形式）.EPF 

・U 地籍 H29･7 放射法による一筆地・細部測量の距離チェック用（手簿形式）.EPF 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一覧形式   
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手簿形式   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 帳票の出力 

■帳票の出力   

1．［多角］－［野帳処理］からは、読み込んだ観測データを対象にして帳票が出力できます。 

2．［多角］－［野帳ツール］－［野帳作業から手簿］では、複数の野帳を対象にして帳票が出力できます。 
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6 手簿・記簿・座標計算簿        

帳票の出力を行います。 

 

6-1 例１ 観測手簿／観測記簿／座標計算簿 

■手簿／記簿／座標計算簿を出力します   

［多角］－［野帳処理］で、全ての帳票を出力します。 

 

記載例では、手簿と記簿をわけるもの（例１）とまとめるもの（例２）で、2 つの例が載っています。 

・例１は、観測手簿／観測記簿／座標計算簿の 3 帳票のセット 

・例 2 は、観測手簿・記簿／座標計算簿の 2 帳票のセット 

 

■例１の場合（観測手簿）    

観測手簿を出力します。 

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

U 地籍 H29･7 観測手簿（一筆地）（P251）.epf 
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（補足） 

成果と点検の観測を１つの野帳で行っている場合には、成果点を対象にして出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帳票出力で、成果点だけを対象にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例２の場合 
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■例１の場合（観測記簿）    

観測記簿を出力します。 

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

U 地籍 H29･7 一筆地測量－観測記簿（放射法）（P252）.epf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測手簿と同様に「点検点の観測」が含まれている場合には、成果点を対象にして出力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■例１の場合（座標計算簿）    

座標計算簿を出力します。 

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

U 地籍 H29･7 一筆地測量－座標計算書（放射法）（P253）.epf 
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観測手簿と同様に「点検点の観測」が含まれている場合には、成果点を対象にして出力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-2 例2 観測手簿・記簿／座標計算簿 

■例２の場合（観測手簿・記簿）    

観測手簿・記簿を出力します。 

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

U 地籍 H29･7 一筆地測量観測手簿・記簿（P254）.EPF 
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■例 2 の場合（座標計算簿）    

座標計算簿を出力します。 

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

U 地籍 H29･7 一筆地測量－座標計算書（放射法）（P255）.epf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

記載例の様式ではありませんが、水平距離を印字する帳票もあります。 
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7 放射路線の作成         

放射路線を作成します。 

 

7-1 放射路線の作成 

■放射路線を作成します   

［多角］－［路線作成］で、放射路線（全自動）を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 種別 トラバースを選択します。 

② 路線型 全自動放射（推奨）。 

全自動放射の場合には、初点／後視点の入力は不要です。 

全自動放射でないと、路線を選択して筆界点成果簿の出力ができません。 

③ 放射点の設定 チェックはオフにします（基本） 

突き出し（放射点に器械を据えて 2 次の放射点を観測する）の観測を行っている場合には、

「両観測も放射に含める」のチェックをオンにします。 

（補足 1） 

観測データの取込と、中数値の合成についての設定は、「図根多角測量 2-3 中数値変換の設定」を参照願います。 

 

（補足 2） 

一筆地測量の点検用の測点は、座標計算を行い現場に測点を登録します。成果の測点と同時に路線の作成と計算を 

行っても問題はありません。 

 

 

 

 

種別： 「トラバース」 

路線型：「全自動放射」 

自動的に路線が作成されます。 
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自動的に路線が作成され、トラバース計算に進みます。 
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8 成果簿           

筆界点の成果簿を出力します。 

8-1 成果簿の出力 

■成果簿を出力します   

筆界点成果簿の出力を行います。 

［多角］－［作成路線の操作］から、帳票の出力を行います。 

一筆地測量で計算した、「全自動放射」の路線を選択して出力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 型 トラバース（自動放射）の路線から筆界点成果簿を出力します。 

路線作成で、路線型が「全自動放射」の路線が対象になります。 

② 点検と成果の選択 成果点と点検点が混在している場合は、チェックをオンにします。 

 

                             「路線作成の帳票」をクリックすると 

                             点検点か成果点を選択する画面に 

                             なります。 

 

                                成果点を選択します。 

 

③ 路線作成の帳票 帳票を出力します 
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筆界点成果簿が出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 標識区分欄の「基準杭」の印字につきまして 

座標属性の標識区分が、「2:埋標（兼基準杭）」に設定されている測点が対象になります。 
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標識区分の欄に印字する文言につきましては、［設定］－［操作設定］で指定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 精度区分の印字 

多角プロジェクトの設定を参照します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

筆界点成果簿は、画地登録後に［地籍］－［地籍帳票出力］で画地を呼び出して出力することもできます。 
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9 点検測量           

点検測量をします。 

9-1 点検測量 

■点検測量の帳票を出力します   

・筆界点位置の点検の場合は、点検用の測点を座標計算して現場に測点を登録します。（細部図根測量とは、 

異なります。）点検は、現場に登録された成果の測点と点検用の測点の座標差で行います。 

 

記載例では、手簿と記簿をわけるもの（例１）とまとめるもの（例２）で、2 つの例が載っています。 

・例１は、観測手簿／観測記簿／座標計算簿の 3 帳票のセット 

・例 2 は、観測手簿・記簿／座標計算簿の 2 帳票のセット 

 

［多角］－［野帳処理］で、観測手簿（例 1） または 観測手簿・記簿（例２） を出力します。 

［多角］－［作成路線の操作］で、観測記簿（例１） を出力します。 

［多角］－［トラバース帳票］で、座標計算簿 を出力します。 

 

■一筆地の点検における、観測点名と野帳処理    

点検点の測点名は、点検対象となる成果の測点と同一点名＋点検用の識別文字を付加して観測を行います。 

点検用の識別文字の設定は、多角プロジェクトの観測制限項目で指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

点検の観測ですが、野帳処理において目的欄を「3:点検」には設定しません。（細部図根測量とは異なります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図の例では、 

点名の末尾に識別用の規約文字“X”つけます 

成果点の点名が、16-2709  の場合は、 

点検用の点名は、16-2709X として観測をします 
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9-2 例１ 観測手簿 

■例１の場合（観測手簿：点検）    

点検用の観測手簿を出力します。 

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

U 地籍 H29･7 地籍一筆地測量（放射法）の点検－観測手簿（P257）.epf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検用の観測手簿が出力されます。 
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9-3 例2 観測手簿・記簿 

■例 2 の場合（観測手簿・記簿：点検）    

点検用の観測手簿・記簿を出力します。 

［多角］－［野帳処理］から、帳票を出力します。 

U 地籍 H29･7 一筆地測量観測手簿・記簿（P260）（点検）.EPFf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足１） 

観測手簿・記簿ですが、印字されている距離は「測定距離」です。 

 

（補足 2） 

成果点の帳票と同様に、記載例にはない水平距離もあわせて印字する帳票もあります。 

U 地籍 H29･7 一筆地測量観測手簿・記簿（P260）（点検）（水平距離印字）.EPF 

 

 

 

 

 

例１の観測手簿と同様に必要ならば、「点検と成果の選択」で点検点を対象にして出力をします。 
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9-4 放射路線の作成 

■点検用に放射路線の作成を行います    

野帳が点検点だけ観測データの場合には、「7 放射路線の作成」を参照して新規に路線作成行います。 

野帳が成果点と点検点が混在している野帳の場合には、「7 放射路線の作成」で路線は作成済みです。 

 

 

9-5 例１ 観測記簿 

■例１の場合（観測記簿：点検）    

点検用の観測記簿を出力します。 

［多角］－［作成路線の操作］から、路線を選択して出力します 
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点検点の観測記簿が出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9-6 座標計算簿 

■座標計算簿（点検）を出力します    

点検用の測点の座標計算簿を出力します。 

 

［多角］－［トラバース帳票］から、出力します。 

U 地籍 H29･7 一筆地測量－座標計算書（放射法）（点検）（P259・P261）.epf 
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10 精度管理表          

精度管理表を出力します。 

 

10-1 精度管理表 

■精度管理表を出力します    

成果点と点検点の座標差を確認する精度管理表を出力します。 

［地籍］－［座標比較計算］から、帳票を出力します。 

U 地籍 H29･7 一筆地測量精度管理表（P262）.epf 
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① 同一呼出 成果点と点検点の組み合わせを自動的に呼び出します。 

② 同一点呼び出し 成果点と点検点の判断方法を指定します。 

多角プロジェクト参照は、多角プロジェクトの設定で判断をします 

 

 

 

 

ルール判定は、判定の基準を指定します。 

 

 

 

 

 

 

                           

③ OK ルールに従い、測点を呼び出します 

 

座標の較差の制限を設定します 

 

 

 

 

 

 

① 較差設定は 

多角プロジェクトに従う。 

チェックがオンならば、多角プロジェクトの設定を参照します。 

 

 

 

 

 

② 較差設定 ① のチェックがオフの時に有効です。 

精度区分を選択して較差の指定が行えます。 
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① タイトル部の情報は、多角プロジェクトの精度管理表項目を参照します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 精度区分は、多角プロジェクトの条件項目を参照します。 
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11 与点の点検          

与点（器械点と後視点）の点検を行います。 

 

11-1 与点の点検（放射法） 

■与点（器械点と後視点）の点検を行います   

上位の工程（地籍図根多角測量／細部図根測量）を行わずに、一筆地測量から始める場合には与点の点検を行います。 

成果の観測において、与点の点検ため後視の距離も観測します。 

 

・点検は与点の「座標値から計算した距離」と、成果の観測で「観測した後視の距離」で行います。  

・また、与点の点検を行った場合には、基準の方向角がわかる計算書も出力します。 

 

■与点の点検（放射法）   

［多角］－［野帳処理］から、帳票の出力を行います。 

・U 地籍 H29･7 地籍細部測量－与点の点検（P232・P237・P256）.epf 

 

野帳データを読み込み、出力をします。後視の距離の観測が必要です 
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（補足） 

① 帳票タイトルは、多角プロジェクトの「条件項目」の「工程」を参照します。 

② 精度区分は、多角プロジェクトの「条件項目」の精度・制限の「表示名称」を参照します。 

③ 許容範囲は、多角プロジェクトの「観測制限項目」の「与点の点検」を参照します。 
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11-2 与点の基準方向角 

■与点の基準方向角   

［ツール］－［方向角距離計算］から、帳票の出力を行います。 

・U 地籍 H29･7 与点の点検（放射法）ST 計算結果（P231・P236・P253・P255）.EPF 

 

与点（器械点と後視点）の座標値から逆算して求めた方向角を印字します。 

成果データとして作成した放射路線の器械点と後視点を呼び出して、帳票の出力を行います。 
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① すべての器械点と後視点を抽出 器械点と後視点のすべての組み合わせを呼び出します。 

② 器械点の「基準点種別」が 

「与点」の場合のみ抽出 

器械点が「与点」ならば呼び出します。 

③ 器械点または後視点の「基準点種別」が 

「与点」の場合のみ抽出 

器械点か後視点のどちらかが「与点」ならば呼び出します。 

④ 器械点および後視点の「基準点種別」が 

「与点」の場合のみ抽出 

器械点と後視点のどちらも「与点」ならば呼び出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

記載例には、放射法における方向角の帳票の様式が掲載されておりません。 

H29 記載例 7 月版 P99 「ST 計算結果」 に合わせた様式で出力します。 
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